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平成25年3月期第1四半期概況
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受注高 売上高 営業利益

【第１四半期業績推移】

● 回復基調を維持。計画はほぼ予定通り

● 受注・売上ともに自動車工場向け、半導体工場
向けが伸長し、業績に寄与

(単位: 億円)



65.3％増5.89.6包括利益

2.3億円増益△5.4△3.0四半期純利益

3.1億円増益△3.4△0.3経常利益

4.9億円増益△3.21.7営業利益

12.1％増406.7456.1売上高

15.7％増488.0564.3受注高

対前年同期比前年同期

平成25年3月期第1四半期業績（連結）
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△4.88円△2.75円１株当たり
四半期純利益

(単位: 億円)
平成25年3月期1Q



488.0

-

※2159.9

27.9

19.8

280.2
前年同期平成25/3期1Q

564.3
-

113.9
156.7

19.9
273.6

受注高

4.35.789.5113.3その他

△1.0△1.018.318.2コンテック

△9.5△2.1234.7241.8ダイフク

△5.4

△0.3

1.2

前年同期

406.7

3.9

60.2

前年同期

△3.0
△5.7

0.1

平成25/3期1Q

セグメント利益
（四半期純利益）

456.1計（調整後）

11.6連結調整等

71.1DWHC※1

平成25/3期1Q

売上高
（外部顧客への売上高）

※1 DWHC=DAIFUKU WEBB HOLDING COMPANY

(単位: 億円)

※2 平成23年4月に買収したローガン社の受注残約60億円を含む

※ 平成24年4月に国内子会社の吸収合併等の組織再編を実施

報告セグメントの業績（第1四半期）
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インドネシア
自動車生産ライン向けシス
テムの引き合いが活発

インドネシア
自動車生産ライン向けシス
テムの引き合いが活発

タイ
自動車工場向けの売上が好調。
洪水復旧工事の現地ポーションを
売上計上

タイ
自動車工場向けの売上が好調。
洪水復旧工事の現地ポーションを
売上計上

韓国
・半導体工場向けが好調
・韓国自動車メーカーの国内外で
の活発な投資により受注好調

韓国
・半導体工場向けが好調
・韓国自動車メーカーの国内外で
の活発な投資により受注好調

4
海外現地法人の状況

アメリカ
・デトロイトスリー向け大型案件を受注
・半導体メーカー向けは投資計画の前
倒しにより順調

アメリカ
・デトロイトスリー向け大型案件を受注
・半導体メーカー向けは投資計画の前
倒しにより順調

メキシコ
自動車工場向け案件の受注が好調
メキシコ
自動車工場向け案件の受注が好調

台湾
半導体工場向けシステムの受注
は順調に、売上は堅調に推移

台湾
半導体工場向けシステムの受注
は順調に、売上は堅調に推移

中国
液晶工場向けで今期後半に複
数案件の受注を見込む

中国
液晶工場向けで今期後半に複
数案件の受注を見込む



北米 49 北米 65 北米 84

アジア 77

アジア 102

アジア 119
ヨーロッパ 14

ヨーロッパ 17

ヨーロッパ 23

その他 10

その他 3

その他 2

海外売上高の推移

平成平成2323年年33月期月期1Q1Q
海外売上高

143億円

平成平成2424年年33月期月期1Q1Q
海外売上高

188億円

(単位: 億円)
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平成平成2525年年33月期月期1Q1Q
海外売上高

238億円

52％
46％44％

（％：対売上高比率）



9.923.39.2 17.4 10.0 14.4 ヨーロッパ

1.84.31.52.71.31.9中南米

5.813.82.75.12.53.6タイ

100.0 
0.3 

4.3 

19.8 

9.1 

18.3 

54.2 

34.8 
構成比（%）

188.2 
0.6 

8.3 

37.2 

17.1 

34.5 

102.2 

65.3 
売上高

平成24年3月期1Q

7.718.418.0 25.9 中国

11.928.34.4 6.4 台湾

100.0238.0100.0 143.8 合計

2.56.00.4 0.7 その他

5.513.15.6 8.1 その他

19.346.023.5 33.6 韓国

50.2119.654.0 77.6 

アジア

35.684.834.3 49.2 北米

構成比（%）売上高構成比（%）売上高国名地区

平成25年3月期1Q平成23年3月期1Q

海外地域別売上高
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(単位: 億円)



91
110 118

26％28％ 27％
（％：対売上高比率）

サービス売上高の推移

平成平成2525年年33月月期期1Q1Q

(単位: 億円)

※サービス売上高：納入したシステム・製品を対象にした、保守・メンテ
ナンス、リニューアル、改造工事などによる売上高
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平成平成2323年年33月月期期1Q1Q 平成平成2424年年33月月期期1Q1Q



連結業種別受注高、売上高

(単位: 億円)自動車および自動車部品が回復
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業種 受注高 構成比（％） 受注高 構成比（％） 売上高 構成比（％） 売上高 構成比（％）

自動車および
自動車部品

85.3 17.5% 180.2 31.9% 79.4 19.5% 104.8 23.0%

エレクトロニクス 141.9 29.1% 143.3 25.4% 111.7 27.5% 128.7 28.2%
商業および
小売業

72.3 14.8% 84.8 15.0% 76.8 18.9% 82.9 18.2%

運輸・倉庫 16.4 3.4% 16.4 2.9% 27.0 6.6% 20.0 4.4%
機械 18.3 3.7% 18.7 3.3% 11.3 2.8% 11.7 2.6%
化学・薬品 34.9 7.2% 22.7 4.0% 20.3 5.0% 20.3 4.4%
食品 12.8 2.6% 15.9 2.8% 12.5 3.1% 14.4 3.2%
鉄鋼・非鉄金属 9.0 1.9% 7.6 1.3% 7.1 1.7% 6.4 1.4%
精密機器・
印刷・事務機

9.4 1.9% 7.2 1.3% 7.3 1.8% 7.0 1.5%

空港 60.2 12.3% 26.8 4.7% 22.3 5.5% 31.3 6.9%
その他 27.5 5.6% 40.7 7.4% 31.1 7.6% 28.6 6.2%
合計 488.0 100.0% 564.3 100.0% 406.8 100.0% 456.1 100.0%

受注高 売上高
平成24年3月期1Q 平成24年3月期1Q 平成25年3月期1Q平成25年3月期1Q



501 488

565

377
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444

529

390
454
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380

535545

475
415

324

476

456

523

受注高

売上高

受注高、売上高の四半期ごとの推移

1Q 1Q 1Q2Q 2Q 2Q3Q 3Q 3Q4Q 4Q 4Q
平成23年3月期 平成24年3月期 平成25年3月期

(単位: 億円)

（注）ローガン社の受注残約60億円を含む
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見通し

下期

1,000

下期

1,070



879

1,015
905

1,025

755

955
1,013

891
790

934 913

1Q 1Q 1Q2Q 2Q 2Q3Q 3Q 3Q4Q 4Q 4Q
平成23年3月期 平成24年3月期 平成25年3月期

(単位: 億円)

受注残の推移

（注）ローガン社の受注残約60億円を含む

見通し

10



8億円増△17四半期純利益

88.8％増613経常利益

39.7％増1015営業利益

2.9％増952980売上高

18.0％増9321,100受注高

前年同期 対前年同期比

平成25年3月期第2四半期業績予想(連結累計)

(単位: 億円)平成25年3月期
第2四半期
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（5月14日発表から変更なし）



145.3％増1230当期純利益

36.7％増4055経常利益

42.3％増4260営業利益

3.5％増1,9802,050売上高

7.6％増1,9522,100受注高

前年同期 対前年同期比

平成25年3月期業績予想 (連結)

(単位: 億円)
平成25年3月期
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（5月14日発表から変更なし）



13
トピックス

HALLIM MACHINERY CO., LTD.（ハンリン機械）の
全株式取得で合意。同社は韓国で40％を超えるシェア

を獲得しているトップメーカーで欧米、アジア市場にも
実績がある

ハンリン機械の概要
設立：1988年
従業員：約100名
売上高：約18億円（2011年12月期）

（本件は、韓国の公正取引委員会で審査中です）

韓国最大手洗車機メーカーの株式取得へ



 「国際物流総合展2012」出展のお知らせ

14
トピックス

２年に１度のアジア最大規模の物流専門展示会。
９月11日～14日に東京ビッグサイトで開催。

空港向け手荷物搬送システムを出展

当社ブースイメージ



将来の見通しに関する注意事項
本資料に記載されている将来の業績に関する目標、信念、計画等は、過去の事実ではなく、最新の
情報から判断した経営陣の想定や信念に基づく事業見通しであり、潜在的なリスクや不確定要素を
含んでいます。実際の業績は、さまざまな重要要素により、記載された見通しと大きく異なる結果とな
りうることをご承知おきください。実際の業績に影響を与えうる重要要素としては、1）当社グループの
経営環境における消費者動向および経済情勢、2）米ドルその他の通貨建ての売上・資産・負債に対
する円為替レートの影響、3）コスト上昇や販売の抑制につながる安全その他に関する法令等の規制
強化、4）災害・戦争・テロ・ストライキ・疾病等の影響などが含まれます。なお、当社グループの業績

に影響を与えうる要素は、これらに限定されるものではありません。


